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新年１月７日（火）に三学期始業式を行いました。この日は寒さ対策・感染症対策のため、校長室から各

教室へのオンライン配信で実施しました。その際にお話した内容を一部抜粋して以下に紹介します。  
 

新しい年が始まるとともに、いよいよ本日から３学期がスタートしました。皆さんにとって、今年度の集大成と

なる学期であり、今年４月から始まる新しい年度への確かなつながりを作っていく大切な学期になります。 

さて今日は、「『笑顔』がもたらすもの」についてお話します。日本のことわざで「笑う門には福来る」という

有名な言葉があります。これは「笑顔が絶えない場所には自然と幸福が訪れる」という意味です。年始の挨

拶や新年の抱負としてもよく用いられています。また、この言葉は古くから日本にあって、「上方いろはかるた」

にも使われていますし、目を閉じて、目・眉毛・鼻・口・耳などのパーツを並べていき、顔を作っていく「福笑い」

という遊びにも由来しています。「かるた」「福笑い」は、両方とも日本のお正月における伝統的な遊びですね。

昔から、「笑顔」は幸運や繁栄を呼び込む象徴的な言葉であり、日本文化に深く根付いてきたポジティブな

表現だったのだと思います。 

話しが少し脱線するかもしれませんが、この冬休み、以前勤めていた学校の元生徒さん、卒業生の方が、ご

夫婦でお子さんを連れて家に遊びに来てくれました。お子さんは、まだ１歳に満たない赤ちゃんでしたが、時

折見せてくれる「笑顔」になんというのでしょうか、こちらの目元が思わず緩み、口角が思い切り上がってしま

いました。とても心地よいなと感じました。 

皆さん、今学期の生活の中にも、「笑顔」を…もちろん心や体がしんどい時には無理をすることはありませ

ん。平常時、自分の気持ちに余裕がある時、また、どこかで気持ちを切り替えて頑張ろうと思った時に、どうぞ

「笑顔」の機会を取り入れ、自分自身と周囲の人の幸せな環境、和やかな雰囲気、豊かな心、ポジティブ思考

を創っていきませんか。 

３年生の皆さん、今学期は、いよいよ自身の進路決定に向け

て力を発揮するとともに、義務教育が修了する学期となります。

老上中の生徒として持っていてほしい心のもち方、向上心、そし

て人権感覚をしっかりと身につけて卒業してほしいと思います。

２年生の皆さんは、日頃の生活、生徒会活動、部活動などで学

校を引っ張り、中学校の新たなリーダーとなれるよう、そして１

年生の皆さんは、今年度経験したことをもとにして、今年４月に

入学してくる新入生の模範となれるよう、それぞれの準備をお

願いします。 

３学期も私たち教職員と一緒に「笑顔」があふれる老上中学校にしていきましょう。皆さんのこれからの

益々の活躍を願い、そして応援しています。 

草津市立老上中学校 学校だより⑧   令和７(2025)年１月１０日(金) 

                                                                                         

 『自主・創造』 
文責 辻 大吾 

「笑門来福（しょうもんらいふく）」！！ 

出会いに感謝 
 

生徒会のあいさつ運動も「笑顔」で (^^) 



皆様へ 

2／11（火・祝）「第 47 回市民のつどい」が開催されます。私たち自身の人権感覚を高める大切な機会

です。ご都合つきましたら是非ともご参加ください。 

 

第 47回人権尊重と部落解放をめざす市民のつどいを開催します｜草津市 

https://www.city.kusatsu.shiga.jp/kurashi/jinken/sodankeihatu/shiminnotsudi2024.html

